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3つのメタファー

ソフトウェア開発のメタファーとして、「書く」「作

る」「育てる」のいずれが適切か、という議論がある。

あるいは「記述」「工学」「育成」のいずれか、と言い

かえてもよい。

歴史的にはまず「書く」があった。確かにプログラ

ミングはプログラミング言語という人工言語による記

述作業であり、一種の言語表現行為であるといえよう。

プログラムをキーボードで入力し、あるいは視覚的プ

ログラミング言語を用いてマウスによる図形操作でプ

ログラムを作成する現在でも、「プログラムを書く」

という表現は生き残っている。

バベッジの解析エンジンのためのプログラムを作

り、世界最初のプログラマといわれるエイダ・バイロ

ン（ラブリス夫人）は、その作業を編み物を「編む」

ようだと言ったという。また、1960年代から70年

代のプログラマは「プログラムを組む」という表現を

よく使った。これはもしかすると「活字を組む」作業

の連想ではないだろうか。とにかく、これら「編む」

や「組む」というメタファーも、「書く」に近い発想

である。

これに対して、「工学」として製品を「作る」のが

ソフトウェア開発だとする見方は、「書く」メタファー

へのアンチテーゼとして出てきたものと言えるだろ

う。言語による記述とはあくまでも個人的な営みであ

る。しかし工業製品としてのソフトウェアは、確立さ

れた方法論に基づき、組織によって系統的に開発され

なければならない。すなわち従来の機械工学や電気工

学と同じようなエンジニアリングであるべきだ、とい

うわけである。こうして1960年代末に「ソフトウェア

工学」と命名された分野が誕生した。

しかし、ソフトウェア「工学」が伝統的な工学に追

いつこうと努力を重ねるうちに、やはりソフトウェア

というしろものは、機械やトランジスタとはだいぶ違

うのではないか、という疑念も生じてきた。ソフトウェ

アは抽象的であり、物理的な実体がないという特徴
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を持つ点で機械やトランジスタと違うということは、

初めから分っていた。その上で、ソフトウェアには手

を加えやすい、後から機能を追加することが日常茶飯

事である、という性質のあることが強く意識されるよ

うになる。機能追加ならよいが、もともと潜んでいる

欠陥（バグ）を、運用に入ってから気づいて取り除く

ということもこれまた普通のことで、他の工業製品で

は考えられないことだが、このようなバグの修正も

「保守」と呼ぶ。しかしこれも、ソフトウェアに手を

加えやすいという性質の一面を示すものともいえる。

そこでソフトウェアは、全体の設計を一度にすませ

て丸ごと開発し提供するというよりは、少しずつ手を

加え、機能を高め、使いやすくなるように「育て」て

いくというメタファーが有効ではないか、という議論

が生れてくる。そうして成長した大きなシステムの内

部は、入り組んだ構造となる。それにさらに手を加え

ていくには、中がどう仕切られその間がどうつながっ

ているか、どこに何が置いてあるか、というような生

活的な知識が必要となる。そこでソフトウェアを家や

巣に見立て、そこに「住む」あるいは「棲む」という

メタファーを考えることもできる。これも家の修理、

改築、増築を念頭においているという意味で、「育て

る」に近い発想である。

筆者は昨年「ソフトウェア工学の基礎」という本を

出し、日頃ソフトウェア工学を研究し教育している立

場ゆえ、「工学」メタファーがもっとも適切といいそ

うなものであるが、実はこの3つのメタファーはいず

れもある面の真実を表していると思う。中でも一番古

い「書く」というメタファーは、いまだにその意義を

失っていないと考えるので、ここからは話をそこに絞

ってみたい。
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文章読本

プログラミングが文章を書くという行為に似ている

とすれば、よいプログラムを書くにはよい文章を書く

技術が参考になるに違いない。こういう考えは昔から

あり、有名な文章作成法の本、ストランク&ホワイト

著"The Elements of Style"（初版は1959年。現

在第4版が出版されている）を下敷きとして、カーニ

ハンとプローガの"The Elements of Programming

Style"が書かれたことは、よく知られている。

しかし、これは英語の文章法の話をもとにした話で

ある。日本人であるわれわれは、日本語の文章法を参

考にしたほうがよいのではないか。筆者は、「文章読

本」の類を昔からかなり読んできた。同じ文章読本と

いう表題を持つ書物を、多くの人が書いている。たと

えば、谷崎潤一郎、川端康成、三島由紀夫、中村真一

郎、丸谷才一、井上ひさしといった作家達が出してい

て、これらをすべて愛読してきた。そこへ斎藤美奈子

「文章読本さん江」（筑摩書房、2002年）という本

が登場した。これは世の文章読本を並べてまとめて料

理してみせようという、人が考えなかった企みで作ら

れた書である。そこで取り上げられるのは作家達の文

章読本だけでなく、清水幾太郎「論文の書き方」、木

下是雄「理科系の作文技術」、本多勝一「日本語の作

文技術」のような、文学的な作品より論文や実用文を

どう書くか、というものもかなり含まれる。これらも

また、筆者はかなり読んできた。さらに知人が書いた

もの、したがってプログラミング畑に近い人によるこ

の手の本を挙げておくと、木村泉「ワープロ作文技術」、

杉原厚吉「どう書くかー理科系のための論文作法」が

ある。

しかし、斎藤はさらにおびただしい文章読本・作文

技術本を捜してきて、その徹底振りは驚嘆に値する。

このように汗牛充棟の文章読本ものが共通に勧めるのは、

・簡明に書け

・起承転結を大事にせよ

・文のリズムを大事にせよ

といったあたりである。プログラミングにとっても簡

明に書くこと、全体をきちんと構成することは、もち

ろん重要である。文のリズムに直接相当するものはあ

るいはプログラミングにないかもしれないが、モジュー

ル分割の歯切れよさなどが思い浮かぶ。

また、文章の修練方法でだれもが挙げるのが

・名文を読め

である。よいプログラムを読むことがプログラミング

の学習にとってきわめて有効であることは、多くの人

が主張することであるが、それほど広く実践されては

いないようだ。すぐれたプログラムを鑑賞するには、

それなりの読解力と審美眼を必要とする。しかし、プ

ログラマが読まなければいけないのは、残念ながら名

プログラムばかりではない。プログラムの保守のため

には、およそ駄作・愚作と思われるものも、動いて役

に立っている以上、読んで理解する必要が生じうる。

その場合でも、読む力が高ければ作業の効率は増す。

さらに審美眼があれば、そのプログラムをどう書き直

すべきかという指針も自ずから生れてこよう。
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文芸とプログラミング

ちょっとこじつけ臭いと思う読者もおられよう。し

かし、プログラムは計算機が読むものでコンパイラに

通りさえすればよい、というものではない。やはり自

分自身も含めた人間が読むものでもある。それを強調し

たのが、ドナルド・クヌースのLiterate Programming

である。これは文芸的プログラミングと訳されたこと

があったが、ここでいうliterateは「人が読める」と

いうほどの意味ではなかろうか。もちろんそれには、

人が読んで楽しめる、鑑賞できる、というニュアンス

が含まれているから、「文芸的」というのもあながち

おかしくはないかもしれない。で、「文芸」であれば

まさに「文章読本」の世界ということになる。

クヌースには聖書についての著作もあるし、小説も

書いている。しかし文学に造詣の深い計算機科学者は

クヌースばかりではない。チューリング賞受賞者のト

ニー・ホアも、ジャクソン法で著名なマイケル･ジャ

クソンも、ともにオクスフォード大学の文学部の出身

である。かつて筆者はマイケル・ジャクソンの著書を

翻訳する機会があったが、イギリス文学が縦横に引用

されるので苦労した。とくにすでに古典となっている

文学作品の場合、書名や登場人物の表記には定訳があ

るだろうから、勝手なものをひねり出す訳にいかない。

幸い、筆者の勤務先の同僚にディケンズ研究者がいて

教えを乞うことができた。

別にプログラマに文学の素養が必要だと言いたいわ

けではない。しかし、プログラマが書かなければなら

ないのはプログラムだけではない。仕様書、マニュア

ル、解説書、報告書など、書くことを要求される文書

は山ほどある。それを書くのに、簡にして要をえた文

章をものす力は、やはり必須のものだろう。
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GUIとは？

皆様が日ごろ利用されている「情報表示にグラフィックを多
用し、大半の操作をマウス等のポインティングデバイスによっ
て行うユーザインタフェース」のことをGUI（Graphical User
Interface）といいます。かつては、情報の表示を文字で行い、
全ての操作にキーボードを使用していました。このようなユー
ザインタフェースをCUI（Character User Interface）といいます。
CUI中心の操作からGUIに移り変わり、格段に操作性がよくなり
ました。近年、パーソナルコンピュータが一般家庭に普及した
のもこのGUIの出現によるものといえます。今では、誰もがマ
ウスを操作してインターネットを閲覧したり、各種ソフトを使
う時代になりましたね。
それに伴い、業務プログラムでもGUIアプリケーションのニー
ズが高まり、開発の割合も増えてきました。GUIアプリケーショ
ン開発の学習を行うことは、実践的なプログラミング学習とし
て有効です。

『スクールCOBOL2002 GUI構築パック』は、GUIアプリケー
ション構築の基礎学習に適した学校向けの製品です。簡単な操
作でGUI画面を作成することができ、GUIで発生するイベント
に対してCOBOL言語で手続きを記述してGUIアプリケーション
を完成させます。

GUIアプリケーション

GUIアプリケーションには２つのタイプがあります。その概
念を図１に示します。
①イベント駆動型アプリケーション
ユーザからコンピュータへの働きかけのことをイベント（出
来事）と呼びます。このイベントをコンピュータが検出して、
あらかじめプログラムによって指定された手順を実行するこ
とをイベント駆動と呼びます。
つまり、最初に画面が表示され、マウスでボタンをクリック
したりキーボードから入力する等の操作（イベント）をきっ
かけとして、その操作に対応する手続きが実行されるタイプ
のアプリケーションのことをイベント駆動型のGUIアプリケ
ーションといいます。
スクールCOBOL2002 GUI構築パックは、このタイプの製品
です。
②手続き型アプリケーション
最初にCOBOL言語等の手続き型言語で記述されたプログラム
が実行され、処理手続きの流れにしたがって、画面上にデー
タを表示したり、画面から入力されたデータを受け取ったり
する命令によって、画面とのやり取りをするタイプのアプリ
ケーションのことを手続き型アプリケーションと呼びます。
日立COBOLファミリー製品であるXMAP3（エックスマップ
スリー）等が、このタイプの製品です。

図１　イベント駆動型と手続き型の概念

GUIアプリケーションの作成

『スクールCOBOL2002 GUI構築パック』の使い方について
説明します。GUI構築用のツールは、主メニュー域、フォーム
及び部品パレット等から構成されています。
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GUI画面を作成してみましょう。部品パレットから部品をド
ラッグ＆ドロップしてフォームに配置します。次に、その部品
のイベントに応じてCOBOL言語で処理手続きを記述します。例
えば、ボタンがクリックされたら、入力された文字をファイル
に出力するなどの処理をします。各部品のイベント毎にCOBOL
手続きをコーディングしていきます。
GUI画面を作成するときの画面の流れを図２に示します。

図２　GUI画面作成の流れ

《例　題》
GUI画面に二つの数値を入力し、「＋」「－」「×」「÷」の演
算子を選択して計算ボタンを押すと、入力された値と演算子に
したがって計算するGUIアプリケーションの例を示します。

■GUI画面の作成
パレットから、「ラジオボックス」「テキスト」「ラベル」「ボタ
ン」をドラッグし、フォームエディタに部品を貼り付けます。

■各部品のプロパティの設定
フォームエディタに貼り付けた各部品に対して、プロパティシ
ートで部品の名前やフォント色などを設定します。

■イベント手続きの作成
この例では、次の二つのイベントに対してCOBOLの手続き
を記述します。
①演算子のラジオボックスの値が変わったら、演算子のラベ
ルの値を変更する。
フォームエディタで演算子のラジオボックスをクリック
し、GUIエディタの「イベント手続きの編集」を選択して
「イベント手続きダイアログ」を表示します。イベントの
一覧から「Change」を指定して編集ボタンをクリックす
るとCOBOLエディタが起動されるので、演算子のラベル
の値を変更する手続きをCOBOL言語で記述します。この
手続きの例を図３に示します。

②計算ボタンが押されたら、入力された値と演算子にしたが
って計算をする。
同様に計算ボタンをクリックしてイベント「Click」に対す
る手続きをCOBOL言語で記述します。この手続きの例を
図４に示します。

図３　演算子のラベルの値を変更する手続きの例

図４　計算する手続きの例

「スクールCOBOL2002 GUI構築パック」のご紹介

新 製 品  

■ イベント駆動型アプリケーションの入力処理 
イベント駆動型アプリケーションの場合、利用者が「ボタンをクリックする」、「テキ
ストボックスに文字を入力する」、などの操作をすることによって処理が呼び出され
ます。アプリケーションは、利用者からの操作（イベント）に対応した処理をします。 

■ 手続き型アプリケーションの入力処理  
手続き型アプリケーションの場合、アプリケーションが処理する過程で入力が
必要になったときに、入力を要求します。利用者はアプリケーションからの要
求を待つ形態になります。 

イベント発生 

入力要求 
COBOLアプリケーション 

COBOLアプリケーション 

イベント 
手続き 

イベント 
手続き 

[部品パレット]
アプリケーションの対話画面作成に利用する
GUI部品が登録されています。この部品をフ
ォーム上に配置して対話画面を作成します。

[フォーム]
GUI部品を配置してアプリケー
ションの対話画面を作成するた
めのウィンドウです。

[主メニュー域]
COBOL GUIオプション全体を統合して管理するためのウィンドウです。

①部品パレットか　
ら部品「Button」
を選択し、そのま
まフォーム上にド
ラッグして移動し
ます。 

②主メニュー域にあるオブジェクト選択ツールバーにあるイ
ベント選択コンボボックスから、｢Button」｢Click」のイベ
ント名を選択し、［手続きエディタの起動］ボタンを押します。 

計算ボタンを 
クリックします 

部品をドラッグ 
します 

*  CONTROL=ラジオボックス1   EVENT=Change
DATA DIVISION.
WORKING-STORAGE SECTION.
*  このｲﾍﾞﾝﾄ手続きでのみ使用する作業領域を定義して下さい。
01 番号 PIC 9.
01 データポインタ.
02 接頭語 PIC X（10） VALUE 'ItemValue（'.
02 データインデックス PIC 9.
02 接尾語 PIC X（1） VALUE '）'.
01 フラグの文字VARIANT VALUE NULL.
LINKAGE SECTION.

PROCEDURE DIVISION .
*  ｲﾍﾞﾝﾄが起きた場合に実行される手続きを記述して下さい。
*  選択されたラジオボタンの番号を取得する
SET 番号　　TO 'Selecteditem' WITH ラジオボックス1.
*  選択された番号から、データを取得する
MOVE 番号　　TO データインデックス.
SET フラグの文字　　TO データポインタWITH ラジオボックス1.
*  取得したフラグ演算子をフラグラベルに設定する。
SET 'Caption' WITH フラグ　　TO フラグの文字.

*  CONTROL=計算ボタン EVENT=Click
DATA DIVISION.
WORKING-STORAGE SECTION.
*  このｲﾍﾞﾝﾄ手続きでのみ使用する作業領域を定義して下さい。
01 入力１ PIC 9（3）.
01 入力２ PIC 9（3）.
01 フラグ内容VARIANT VALUE NULL.
01 計算結果 PIC 9（9）.
LINKAGE SECTION.

PROCEDURE DIVISION .
*  ｲﾍﾞﾝﾄが起きた場合に実行される手続きを記述して下さい。

*  計算結果の初期化
COMPUTE 計算結果 = 0
*  入力１フィールドからデータを取得する
SET 入力１　　TO 'Value' WITH 入力１.
*  入力２フィールドからデータを取得する
SET 入力２　　TO 'Value' WITH 入力２.
*  フラグの情報を取得する
SET フラグ内容　　TO 'Value' WITH フラグ.
*  計算処理の振分
EVALUATE FUNCTION VARIANT-TO-ALPHANUMERIC（フラグ内容）
WHEN '＋'
COMPUTE 計算結果 = 入力１ + 入力２
WHEN '－'
COMPUTE 計算結果 = 入力１ - 入力２
WHEN '×'
COMPUTE 計算結果 = 入力１ * 入力２
WHEN '÷'
COMPUTE 計算結果 = 入力１ / 入力２
WHEN OTHER
CONTINUE
END-EVALUATE.

*  計算結果を回答フィールドに設定する
SET 'Caption' WITH 回答　　TO 計算結果.

プロパティの 
設定をします 

[イベント手続き編集ダイアログボックス]
イベント手続きを指定したい部品に対して、該当するイベント名を選びます。

[手続きエディタ]
イベント手続きを記述するためのウィンドウです。
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本校の概要

本校は、昭和38年に創立された北九州市立唯
一の市立高等学校である。開校から卒業生も約
１万名と数多くの生徒を社会へ輩出し、全国各
地で活躍している。「自主」「信義」「調和」の校
訓の下、運動部・文化部とも陸上部をはじめ各
部とも全国大会・九州大会に出場している。平
成11年の学科改編を行い「商業科ビジネスコー
ス」２学級、「商業科進学コース」２学級、「情
報処理科」２学級となる。特色ある学校・魅力
ある学校づくりをするため平成15年度より北九
州市立大学との高大連携授業を行ったり、地域
活動においても平成11年から始まった戸畑ヨイ
トサまつりに運動部を中心とした女性生徒が参
加して山笠を威勢よく担ぐなど地域との交流も
深めている。近年の進路状況は、約６割の生徒
が進学を希望しており、４年制大学・短大へ多
く進学している。
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コンピュータシステムの概要

本校は、昭和48年将来の情報化社会に対応す
るためいち早く情報処理科を設置した。平成10
年度から平成12年度まで３年間文部科学省から
「光ファイバー網によるネットワーク活用方法研
究開発事業」に委託されネットワークに関する
研究を行い、韓国の姉妹校である大邱観光高等
学校とネットミーティングによるテレビ会議な
ど実施した。平成16年８月に下記のパソコンの
更新を行った。

新システムの特徴
（1）管理サーバからクライアントPCへ、最新の

ウィルスチェック用パターンファイルを自
動で配布し、常に最新のウィルス感染への
対応が環境を構築している。

（2）メールのWeb対応化を図りクライアント側
に特別なメールソフトを搭載することなく、
インターネットブラウザにより操作できる。

北九州市立戸畑商業高等学校

北九州市立戸畑商業高等学校

櫛野 義勝
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（3）最新のハードウェアとサーバOSを採用する
ことで高速、かつ大容量なリソースを利用
でき最新機能への対応やセキュリティに堅
牢なシステムを構築している。
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情報処理科教育課程

情報処理科は、「情報活用能力」「情報表現能
力」「情報分析能力」「問題解決能力」の4つの能
力を柱に生徒の育成にあたり教育課程の改編を
してきた。

情報処理科では、1年生の「情報処理」で全商
情報処理ビジネス部門2級、全商情報処理プログ
ラミング部門2級を習得させている。さらに、2
年生の「ビジネス情報」で情報処理ビジネス部
門1級、「プログラミング」で全商情報処理プロ
グラミング部門1級を習得させている。特に、3
年生の総合実践では売掛金システム（ファイル
処理）ＲＵＮ1からＲＵＮ4までのプログラムを
実行させるため、2年生でCOBOLの1級まで取得
させることにしている。もちろん、2年生の「ビ
ジネス情報」ではHP作成・パワーポイント、3
年生の「課題研究」ではプレゼンテーション、
VB、マルチメディアでの調査・実験・研究や作
品制作、「データベース」など実施している。さ
らに、1・2年生で初級シスアドに合格する生徒
や3年生で基本情報技術者試験をめざしている生
徒もいる。
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ＣＯＢＯＬ導入

商業高校においてプログラミングの必要性に
関してはいろいろと議論があるところであるが、
本校としては
①情報処理の過程を体験的に理解させるための
教材としてのプログラム言語（COBOL）

②問題解決のための論理思考を育てる必要性
③実務で利用されている言語と教育における教
材としての言語

として教科指導している。

特に、COBOLでは1年生の段階での実習が不
可欠である。
手順としては、

1年生はRUN1（単体）の実習となる。
（全商情報処理部門　２級　の実習）

2年生はRUN1（単体）の実習となる。
（全商情報処理部門　１級　の実習）

3年生は総合実践でRUN１からRUN4（データ変
換、データチェック、ソート、ファイル処理）
までの売掛金システムの実習となる。スクール
COBOLでは、開発マネージャを中心に統合され
ており使いやすい。また、速やかな実習ができ
るので大変便利である。
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今後について

インターネットによる取引の急速な普及や、
さまざまなネットワークシステムの整備によっ
て情報の重要性は日増しに高まっている。本校
としてもコンピュータに関わる科目を多数開設
しており、生徒の問題解決能力（プログラム）
の育成も重要な要素だと考えている。
さらに、「情報活用能力」「情報表現能力」「情

報分析能力」「問題解決能力」の４つの能力を十
分活かせるような指導をしていきたい。

機器用途

情報処理関係課程

台　数 OS（Windows®）

Windows® 2000 Server

FLORA 350W DE4

FLORA 350W DA6

BEAMSTAR-M322Ⅲ

Prinfina COLOR cx4720

EPSON GT9400UF

15型TFT液晶ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲ

Windows® XP

3台

126台

10台

10台

2台

4台

63台

136台

サーバ

生徒用クライアント

教師用クライアント

モノクロレーザープリンタ

カラーレーザープリンタ

スキャナ

教材提示モニター

OS

1年次 2年次 3年次
情報処理　7単位 ビジネス情報　2単位

プログラミング 3単位

総合実践　3単位

課題研究　3単位

データベース 2単位

1．問題の分析
2．データシートの作成
3．スペーシングチャートの作成
4．領域図の作成
5．流れ図の作成
6．コーディングシートの作成
7．プログラムの入力
8．コンパイル
9．デバッグ
10．テストラン
11．結果の印刷
12．実習レポートの作成

準
備
段
階

実
習
段
階

まとめ

｛ 
｛ 
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本校の概要

本校は大正13年、町立水沢商業実践学校とし
て創立され、その後、学制改革等の変遷をたど
り、昭和29年、岩手県立水沢商業高等学校とし
て再独立、平成11年には創立70周年を迎えた伝
統ある学校である。
「明・浄・直」を校訓に掲げ、現在、約500名

の生徒が、全日制課程と定時制課程に在籍して
いる。
全日制課程は、商業科・会計科・事務科・情

報処理科の4学科で構成されており、平成16年度
からは、会計ビジネス科・情報システム科の2学
科が新設、商業科とあわせ全日制3学科体制と
なっている。
また、資格取得に関して、県内有数の合格率

を誇り、その取得した資格をいかした進学や就
職へと多くの優秀な人材を輩出している。
さらに平成16年度は、全国第3位入賞をしたワー
プロ部をはじめ、簿記コンクール、プログラム
競技、生徒商業研究発表において全国大会出場
や、活動が6年目を迎えるチャレンジショップ
「ござえんちゃハウス」など、生徒の活躍はめざ
ましいものがある。
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本校の情報教育環境について

平成10年度から平成12年度までの3カ年、文
部省研究指定に伴うインターネット光ケーブル
が敷設され、「学校の情報化推進のためのネット
ワーク活用研究開発事業」に取り組み、県内で
はじめて、光ケーブルによるインターネット接
続を利用した授業やグループウェアを活用した
校内LANが整備された。
現在は、平成13年度「いわて教育情報ネット

ワーク」事業により、県立高校すべてで普通教
室からのインターネット接続が可能であり、教
員には1人1台パソコンが配置され、より充実し
た情報教育環境が整備されている。
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実習環境の推移

平成10年にWindows95、平成13年にWindows98
のパソコンが実習室に整備されたが、COBOL
実習においては、平成16年6月、Windows XPの
パソコンが実習室に整備されたことに伴い、従
来のMS-DOSベースの実習環境から、『スクール
COBOL85』を導入移行した。

岩手県立水沢商業高等学校

岩手県立水沢商業高等学校

佐藤　守
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情報処理科・情報システム科における学習

本校の情報系学科における資格取得と学習内
容は次のとおりである。
1年次に全商情報処理検定プログラム部門１

級、2年次では経済産業省情報処理技術者試験基
本情報技術者取得を主目標とし、3年次において、
全商情報処理検定ビジネス情報部門1級とともに、
ホームページ作成など各種アプリケーションソフト
活用能力の育成に取り組んでいる。
本校において、COBOL言語を学習する理由は、
情報処理＝パソコン操作ではなく、しっかりと
した物の考え方やその手順、答えを導き出す前
段階にプログラムが存在することを認識させ、
そのうえで最新のIT動向や資格取得に取り組ま
せたいというねらいがある。
また、COBOL言語が全商検定や基本情報技術

者試験において採用されていることも取り組ん
でいる理由の１つである。
しっかりとしたアルゴリズムをマスターさせ

るため、実習において、じっくりと考え、デバッ
グを行い、苦労して実習問題を完成した達成感
は何物にも代え難い経験である。
さらに、手間暇かけて取り組んだその経験や

アルゴリズムの考え方は、忍耐力を学び、様々
な場面で有効な手段を選択実行する態度を養っ
ていると考えられる。
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実習時の手順・方法

講義のみならず、実習にウェートをおいた授業
を行っている。実習問題への基本的な取り組みの
流れは下記のとおり。

①実習問題の分析
②スペーシングチャートの作成
③フローチャートの作成
④コーディングの作成
⑤プログラムの入力
⑥コンパイル（ビルド）
⑦テストラン
⑧デバッグ
⑨結果の印刷
⑩ファイルの保存及びまとめ
⑪授業担当者から検印を受ける

ネットワークを組んでいることで、フローチャート
の作成後は、ポイントを絞った穴埋め形式のプログ
ラムやデータを用意しておき、それをサーバ内共有
フォルダにて生徒に提供、実習に取り組んでいる。

機器用途 台　数 機　種

富士通 PGT1513DS

富士通 FMVC10C181

富士通 FMVC10C181

富士通 VL-152SEW1

リコー IPSIOCX9000

エプソン PM4000PX

エプソン ES-7000H

エプソン GT-F500

エプソン ELPDC04

ソニー DCR-PC300

ソニー RDR-VD6

OS（Windows®）

Windows®2003 Server

Windows®XP Professional

Windows®XP Professional

1台

1台

42台

22台

2台

1台

1台

10台

サーバ

教員用パソコン

生徒用パソコン

中間モニター

カラーレーザープリンタ

インクジェットプリンタ

ネットワークスキャナ

イメージスキャナ

教材提示装置

デジタルビデオカメラ

DVD＆VHSデッキ

ワイヤレスマイク

1台

10台

1台

2台

パソコン実習室のシステム構成（平成16年度導入）
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はじめに

COBOLは現在でも使われているのだろうかという声

をときどき耳にします。

回答は「YES」です。年間のプログラム開発量の約

50％はCOBOLが使用されているといわれています。過

去40年間に蓄積された業務システムのプログラム資産

としてはCOBOLが圧倒的に多いのです。これらの膨大

な資産を捨てて再構築するのは効率が悪く、有効に活

用していくのが自然な考え方といえます。オープン系

の新しいアーキテクチャや言語を理解するのはプログ

ラマにとっても負担が大きく現状の人材を活用すると

いう意味でもCOBOL言語は有効です。また、規格化さ

れ互換性を維持しながら発展してきたCOBOL言語は、

先進的なテクノロジーにも対応しつつ高い信頼性を維

持しながら、将来に渡って使えるという安心感もあり

ます。確かにJava™の需要は急速に伸びていますが、
基幹業務はもちろんのこと、Javaの裏でもCOBOLは利

用されているのです。すなわち、プレゼンテーション

層はJavaや画面定義ツールで記述し、アプリケーショ

ン層（ビジネスロジック部分）にCOBOLを使用すると

いうように適材適所で言語を使い分けているのです

（図１参照）。今回の事例も、画面はJava、ビジネスロ

ジックはCOBOLを採用しています。

自動車用品商社における
基幹システムオープン化

同社では、メインフレーム上の基幹システムをSAP R/3

へと全面移行するにあたり、同システムだけではフォ

ローできない取引先とのEDI（電子データ交換）システ

ムを、Java-COBOL連携を活用してUNIX環境へ移行し

ました。日立分散トランザクションマネージャ「OpenTP1」

や画面・帳票サポートシステム「XMAP3」も活用しつ

つ、既存資産をそのまま生かした新システムを低コス

トかつスピーディーに構築しました。

取引先EDIシステムとの連携維持が課題に

国内外自動車メーカーの純正用品の開発・販売を通

し、独創的で豊かなカーライフを創造し続けている同

社は、こうした「自動車用品事業」に限らず、整備工

場におけるメンテナンスシステムの開発を中心とした

「自動車関連機器事業」、カーディーラーなどの店舗経

営をトータルに支援する「ショップ開発事業」なども

幅広く展開し、内外から高い評価を得ている開発型商

社です。

同社の基幹システムは従来、日立のメインフレーム

サーバを中心に、複数のサブシステムが連携する分散

環境で構築されていました。しかし、企業情報の一元

管理による経営判断のさらなるスピードアップと、シ

ステム全体のダウンサイジングによるTCOの削減を両

立させるため、日立側からの提案により、アドバンス

ドサーバ「HA8000（OS:Windows Server）」上で稼働す

るSAP R/3への全面的な移行を決断。2002年より、日

立との共同作業による大規模な移行作業を展開しました。

その過程で１つ、大きな問題が表面化しました。

1987年から日立のメインフレーム上で稼働してきた

EDIシステムが、取引先との連携維持の観点から、規定

の移行ラインとは別の対応を迫られたのです。

EDIシステムは、部品販売会社からはお客さまブラン

ドの車両用品を、フォークリフト系の部品販売会社か

らはメンテナンス用のサービス部品などを、それぞれ

電子データ交換で受発注するためのシステムです。こ

れら取引先とのシステム連携が既に完璧なものとして

でき上がっていたため、システム側の都合だけで、お

客さまのシステム改変はお願いできない状況にありま

した。メインフレームとOpenTP1環境のCOBOLアプ

リケーションも順調に稼働していたため、この部分を

無理にSAP R/3へ組み込むのではなく、既存資産を生

かしたまま独立させることを考えました。

信頼性と可用性はそのままにWeb環境へ移行

メインフレームの高信頼性・高可用性とCOBOL資産

はそのままに、ダウンサイジングしたプラットフォーム

「HITACHI 9000V（OS:HP-UX）」に新システムを移行

できないか--この困難なミッションに対し、日立から

OpenTP1シリーズのメッセージキューイング機能

「TP1/ MQ（Message Queue）」と「Java-COBOL連携」

を活用するソリューションを提示しました。具体的な

作業は２つに分かれます。

部品販売会社では、IBMメインフレームを使ってい

ました。そこで、EDIシステムとの連携部分には、API

やTCP/IPプロトコルでIBM MQと互換性のある「TP1/

MQ」を適用、両システムの高信頼・高効率なEDI連携

システムを顧客自ら構築しました。

一方、フォークリフト系の部品販売会社とEDIシステム

との連携は、これまでVANホスト（日立メインフレーム）と

VAN端末を利用していました。今回はこのホスト部分

を廃し、VAN端末とWebを介したシームレスな連携を

図るため、Java-COBOL連携製品「TP1/COBOL

adapter for Cosminexus」を適用。日立がトータルな

Webシステム構築を担当しました。

通常、JavaとCOBOLの連携部分を一から開発すると

なると、多大な費用や工数がかかります。しかしTP1/

COBOL adapter for Cosminexusを活用すれば、

COBOL資産をベースに、Javaとの連携部分を自動生成

することができます。低コストで迅速なシステム開発

と信頼性を、共に実現することが可能となるのです。

Java-COBOL連携の概要を図２に示します。

EDIシステムのCOBOLプログラムそのものは、UNIX

へ移植した以外、何も変更を加えていません。また、

OpenTP1環境もそのまま継続できたため、新システム

でもメインフレーム時代と同様、ノートラブル、ノー

ダウンを実現したのです。従来からの機能と性能はそ

のままに、ダウンサイジングとWeb化をスピーディー

に実現できたことを高く評価して頂きました。

メインフレーム帳票はCOBOL
ファミリー製品XMAP3で再活用

COBOL資産は、帳票面でも有効活用されています。

メインフレームの画面・帳票・書式プログラムに対し

ては、操作性のよいPC環境で利用できる画面・帳票サ

ポートシステム「XMAP3」を適用し、新しいEDIシス

テムでもそのまま帳票業務に生かされているのです。

作業は顧客側で行いましたが、移行した帳票類はほと

んど従来システムと同じイメージで再現できました。

トラブルもまったくありませんでした。更に、XMAP3

ではPDF（Portable Document Format）をサポートし

ていることを知り、今後は発注帳票のPDF化などに活

用していきたいと考えていらっしゃいます。

SAP R/3で構築された新・基幹システムとEDIシステ

ムとのデータ連携も順調です。メインフレームやサブ

システムのサーバも含めたシステム全体のスリム化と

ダウンサイジングに加え、運用面も自動化したことで、

システム全体の運用コストは従来の1/8にまで減少した

といいます。SAP R/3だけではフォローできないEDIの

システムをUNIX環境で独立させようという作戦が、見

事に成功したのです。

今までWebシステムの構築をお客様自身で行ったこ

とはありませんでした。しかしJava-COBOL連携や

XMAP3を活用したことで、ビジネスロジックの部分は

COBOLで作れることがわかりました。今後のシステム

拡張にも、プログラム資産や人的資産の活用シーンが

広がるのではないかと、大いに期待されています。

変化の激しいビジネス環境において、企業には今ま

で以上に迅速な経営判断と徹底した効率化が求められ

ています。その過程で、長年蓄積してきたCOBOL資産

をWebシステムに有効活用できる日立のオープンミド

ルウェア製品は、新たな企業戦略を今後も力強く支え

ていきます。

（ビジネスロジック） 

XMAP3 Visual 
Basic

VBスクリプト 
Java 
スクリプト 

Java 
（サーブレット） 

アプリケーション層 （ビジネスロジック） 

COBOL プログラム 

ビジネスの根幹に関わる業務ロジックはそう急激には変化しないものなので、
長期にわたる保守性／信頼性／互換性が言語選択のポイント。 

プレゼンテーション層は必要に応じて使い分け、 
ビジネスロジックは資産・知識・経験が活かせるCOBOLで構築 

プレゼンテーション層（画面定義ツール） 
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Webサーバ EDIシステム 

Javaプログラム（Servlet/JSP） 
 

TP1/COBOL拡張 
Server Run Time System 
for Cosminexus

Cosminexus Application Server 
 

TP1/Server Base 
 

COBOL SPP

Component Container 
（J2EEサーバ） 

 

Java環境においても、WebサーバとEDIシステムの連携にOpenTP1を 
採用し、メインフレームのオンライン環境と同等の信頼性を確保。 

WWWWWWブラウザ 
 

WWWブラウザ 
 

図1 ビジネスロジックはCOBOLで

図2 Java-COBOL連携機能

自動車業界における
基幹システムのオープン化

企 業 におけるC O B O L 活 用
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価格（税込）

情報処理教育に最適。
高信頼性と豊富な実績のある「スクールCOBOL85」の後継製品、

「スクールCOBOL2002シリーズ」です。
操作性のよいWindows®に完全対応した高性能コンパイラと、今までにない効率的な実習環境を提供。

●最新の第4次国際規格に対応しています。
●日本語メッセージを表示するなど、エラー修正も容易です。
●エラーメッセージをクリックすると、自動的にソースプログ
ラムの該当行にカーソルが位置付きます。
●プログラムを実行しながら、どの命令を実行しているか画
面に表示するデバッグツールを内蔵しているため、デバッ
グ作業も容易です。

●イベント駆動型GUIアプリケーションの学習ができます。
●スクールCOBOL2002の機能は、そのまま使えます。
●部品パレットからGUI部品をドラッグ＆ドロップするだけで
GUI画面が作成できます。
●GUIで発生するイベントに対する手続きをCOBOLで記述
できます。 ※GUI:Graphical User Interface

スクールCOBOL2002 スクールCOBOL2002GUI構築パック

使いなれた
COBOLで

GUI構築技法を
効率よく学習

・イベント手続きをCOBOLで記述
・COBOL専用エディタでソース編集

・部品パレットからGUI部品をドラッグ
＆ドロップで貼り付け

スクールCOBOL2002 GUI構築パック画面

※対応ＯＳ：Windows®2000、WindowsNT®4.0、Windows®Millennium Edition、Windows®98、Windows®XP
※Microsoft、Windows、WindowsNTは、米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。

スクールCOBOL2002 スクールCOBOL2002 GUI構築パック

● 1セット　　　　　　　　　　 60,900円
●21セット　　　　　　　　　 987,000円
●41セット　　　　　　　　　 1,811,250円

● 1セット 92,400円
●21セット 1,478,400円
●41セット 2,713,200円

情報処理教育用COBOLコンパイラの決定版

スクールCOBOL2002シリーズ
●Windows®対応

古紙配合率100％再生紙を使用しています 本カタログは環境に配慮し、植物性大豆油インキを使用しています。 


